
  

 

 

 

   

 

  
 

  
 

 
 

 

               

   
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 



発掘調査が必要となる判断基準

掘削底

0.3ｍ未満

遺構面

掘削範囲

杭建物

現況地盤

計画地盤（設計GL）

盛土２ｍ以上

１．「おおむね２ｍ以上」の盛土を行う場合。

２．掘削等により保護層（遺構面上面より厚さ０．３ｍ以上）が確保できない場合。

３．基礎杭打設等により遺構の一部が損傷を受ける場合。（建築面積150㎡以上）
  　
　（ア）損傷を受ける埋蔵文化財の面積の合計が５０㎡以上

　（イ）損傷を受ける埋蔵文化財の面積の合計が建築面積の５％以上

　（ウ）個々の基礎杭の最大幅或いは最大径が１ｍ以上で連続的に打設

※ただし、上記１～３（ア～ウ）の全ての要件に該当しない場合、発掘調査は不要。

〔杭の連続的打設例〕

※杭の連続的打設にあたるかどうかは、事前に確認が必要です。
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【公共下水道の場合】

【浄化槽の場合】

配置図の見本
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